
(57)【要約】

【課題】従来のＣＤＭに基づくＥＳＤ試験装置は一本の

ポゴピンを多数の試験対象ピンに順次接触させてＣＤＭ

試験を行うため、ポゴピンが端子間を移動するに要する

時間の比率が大きく、試験に長時間を必要とした。

【解決手段】本発明のＥＳＤ試験装置は、複数個のポゴ

ピンをマトリックス状に配置し、前記ポゴピンに対応さ

せて設けられた複数のスイッチにより選択されたポゴピ

ンに接続するＬＳＩの端子に対してＣＤＭに基づくＥＳ

Ｄ試験を行うことを特徴としている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 個 の ポ ゴ ピ ン を マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 し 、 前 記 ポ ゴ ピ ン に 対 応 さ せ て 設 け ら れ た 複
数 の ス イ ッ チ に よ り 選 択 さ れ た ポ ゴ ピ ン に 接 続 す る Ｌ Ｓ Ｉ の 端 子 に 対 し て Ｃ Ｄ Ｍ に 基 づ く
Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 を 行 う こ と を 特 徴 と す る Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ は Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ に 組 み 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｅ
Ｓ Ｄ 試 験 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 個 の ポ ゴ ピ ン の 単 位 面 積 当 た り の 密 度 が 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ に 組 み 込 ま れ た Ｂ Ｇ Ａ パ ッ
ケ ー ジ の 端 子 密 度 よ り 高 い 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ポ ゴ ピ ン と Ｌ Ｓ Ｉ の 端 と の 接 触 の 圧 力 を 検 出 す る た め の 圧 力 セ ン サ を 特 定 の ポ ゴ ピ ン に
対 応 さ せ て 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 集 積 回 路 の Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 に 関 し 、 特 に Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ に 組 み 込 ま
れ た 半 導 体 集 積 回 路 に 静 電 気 電 圧 を 印 加 す る Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 集 積 回 路 （ Ｌ Ｓ Ｉ ） は 微 細 化 に 伴 い 静 電 気 に 起 因 す る 破 壊 が 顕 在 化 し て き た 。 こ
の た め Ｌ Ｓ Ｉ で は 信 頼 性 試 験 の ひ と つ と し て 静 電 気 放 電 試 験 （ Electro-Static Discharge
 試 験 ） が 実 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 に は Ｈ Ｂ Ｍ （ Human Body Model） 、 Ｍ Ｍ （ Machine Model） 、 及 び Ｃ Ｄ Ｍ （ C
harged Device Model） 等 に 基 づ い た 試 験 法 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
Ｈ Ｂ Ｍ は 帯 電 し た 人 体 か ら の 放 電 を モ デ ル 化 し た 、 通 常 ２ ０ ０ マ イ ク ロ フ ァ ラ ッ ド の 容 量
を 試 験 電 圧 に 充 電 し た 後 に １ ． ５ キ ロ オ ー ム の 抵 抗 を 通 し て 試 験 対 象 端 子 に 放 電 す る 。
Ｍ Ｍ は 帯 電 し た 金 属 容 器 か ら の 放 電 を モ デ ル 化 し た 方 法 で 、 通 常 ２ ０ ０ マ イ ク ロ フ ァ ラ ッ
ド の 容 量 を 試 験 電 圧 に 充 電 し た 後 に 、 直 接 に 試 験 対 象 端 子 に 放 電 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
Ｈ Ｂ Ｍ 、 Ｍ Ｍ は 帯 電 し た 容 量 体 か ら Ｌ Ｓ Ｉ の 端 子 へ の 放 電 を 模 し た 方 法 で あ る が 、 こ れ に
対 し て Ｃ Ｄ Ｍ は Ｌ Ｓ Ｉ の 端 子 が 帯 電 し た 状 態 か ら 外 部 へ 急 速 に 放 電 す る 場 合 を モ デ ル 化 し
た 方 法 で あ る 。 Ｃ Ｄ Ｍ で は 、 極 め て 短 時 間 に 故 障 す る 位 の ピ ー ク 電 流 が 流 れ 、 Ｌ Ｓ Ｉ 内 部
の 絶 縁 膜 破 壊 発 生 の 有 無 を 試 験 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ４ （ ａ ） は 従 来 の Ｃ Ｄ Ｍ に も 基 づ い た Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 の 一 例 で あ る 。 試 験 装 置 ４ ０ は
ス テ ー ジ ４ １ と 絶 縁 シ ー ト ４ ２ と １ 個 の ポ ゴ ピ ン （ プ ロ ー ブ ） ４ ５ と を 有 し て い る 。 試 験
の 際 に は 絶 縁 シ ー ト ４ ２ の 上 に Ｌ Ｓ Ｉ チ ッ プ が 組 み 込 ま れ た Ｂ Ｇ Ａ （ Ball Grid Array）
パ ッ ケ ー ジ が ボ ー ル 状 の 端 子 ４ ４ の あ る 面 を 上 向 き に し て 設 置 し 、 ポ ゴ ピ ン ４ ５ を 試 験 対
象 の 端 子 に 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 に 試 験 電 圧 発 生 部 に お い て 所 定 の 電 圧 値 に 設 定 し 、 ス イ ッ チ Ｓ １ 側 に 倒 し 、 当 該 電 源 か
ら 大 き な 抵 抗 値 の 抵 抗 お よ び ポ ゴ ピ ン ４ ５ を 通 し て 試 験 対 象 の 端 子 の 電 圧 値 を 所 定 の 電 圧
値 Ｖ ０ ま で 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に ス イ ッ チ Ｓ １ を Ｄ 側 に 倒 し 、 試 験 対 象 端 子 の 電 荷 を ポ ゴ ピ ン ４ ５ を 通 じ て 接 地 に 放 電
す る 。 こ れ で 対 象 端 子 に つ い て の 試 験 が 完 了 す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
次 に 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 様 に ポ ゴ ピ ン ４ ５ 又 は ス テ ー ジ ４ ３ を 移 動 さ せ 、 次 の 試 験 対 象 端 子
に つ い て 上 記 と 同 様 の ス テ ッ プ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
予 め 選 択 さ れ た 全 て の 試 験 対 象 ピ ン に 対 し て Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 が 終 了 し た 後 、 試 験 済 み の Ｌ Ｓ Ｉ
は Ｄ Ｃ テ ス ト お よ び 機 能 動 作 テ ス ト に か け ら れ 、 所 定 電 圧 値 Ｖ ０ で の 破 壊 発 生 の 有 無 が 測
定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 来 の Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ に 組 み 込 ま れ た Ｌ Ｓ Ｉ を Ｃ Ｄ Ｍ に 基 づ い て 試 験 す る Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装
置 ４ ０ は ポ ゴ ピ ン ４ ５ の み を 有 し て 構 成 さ れ て い た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ８ ０ ８ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ５ ３ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ６ － ０ １ ８ ５ ５ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ９ ４ ８ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 来 の Ｃ Ｄ Ｍ に 基 づ く Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 は 一 本 の ポ ゴ ピ ン を 多 数 の 試 験 対 象 ピ ン に 順 次 接
触 さ せ て Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 を 行 う た め 、 ポ ゴ ピ ン が 端 子 間 を 移 動 す る に 要 す る 時 間 の 比 率 が 大 き
く 、 試 験 に 長 時 間 を 必 要 と し た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 は 、 複 数 個 の ポ ゴ ピ ン を マ ト リ ッ
ク ス 状 に 配 置 し 、 前 記 ポ ゴ ピ ン に 対 応 さ せ て 設 け ら れ た 複 数 の ス イ ッ チ に よ り 選 択 さ れ た
ポ ゴ ピ ン に 接 続 す る Ｌ Ｓ Ｉ の 端 子 に 対 し て Ｃ Ｄ Ｍ に 基 づ く Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 を 行 う こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 に お い て 、 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ は Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ に 組 み 込 ま れ て い る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 に お い て 、 前 記 複 数 個 の ポ ゴ ピ ン の 単 位 面 積 当 た り の 密 度 が 前
記 Ｌ Ｓ Ｉ に 組 み 込 ま れ た Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ の 端 子 密 度 よ り 高 い 事 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 に お い て 、 ポ ゴ ピ ン と Ｌ Ｓ Ｉ の 端 と の 接 触 の 圧 力 を 検 出 す る た
め の 圧 力 セ ン サ を 特 定 の ポ ゴ ピ ン に 対 応 さ せ て 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 を 適 用 す る こ と に よ り 、 複 数 の 試 験 対 象 端 子 に 対 応 さ せ て 、 そ れ ぞ れ ポ ゴ ピ ン が 接
触 し た 状 態 で ス イ ッ チ の 制 御 の み に よ り Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り
ポ ゴ ピ ン と 各 試 験 対 象 端 子 を 合 わ せ る た め に 移 動 す る 時 間 が 短 縮 さ れ 、 よ っ て Ｅ Ｓ Ｄ 試 験
時 間 も 短 縮 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の Ｅ Ｓ
Ｄ 試 験 装 置 を 示 す 。 本 発 明 の Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 は 、 Ｘ ， Ｙ ， Ｚ 方 向 に 可 動 な ス テ ー ジ １ と 、
ス テ ー ジ １ の 上 に 設 置 さ れ た 絶 縁 シ ー ト ２ と 、 ｍ 行 ｎ 列 の マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複
数 の ポ ゴ ピ ン Ｐ （ １ ， １ ） ～ Ｐ （ ｍ ， ｎ ） と 、 各 ポ ゴ ピ ン に 対 応 さ せ て 設 け ら れ 、 ス イ ッ
チ 制 御 Ｃ ２ に 基 づ い て オ ン 、 オ フ す る ス イ ッ チ Ｓ （ １ ， １ ） ～ Ｓ （ ｍ ， ｎ ） を 有 す る マ ト
リ ッ ク ス ス イ ッ チ ５ と 、 試 験 電 圧 制 御 信 号 Ｃ ３ に 基 づ い て Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 電 圧 を 生 成 す る 試 験
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電 圧 制 御 部 ６ と 、 制 御 情 報 格 納 部 ８ に 格 納 さ れ た 制 御 情 報 に 基 づ い て ス テ ー ジ 制 御 情 報 信
号 Ｃ １ 、 ス イ ッ チ 制 御 信 号 Ｃ ２ 、 試 験 電 圧 信 号 Ｃ ３ を 生 成 す る 制 御 部 ７ と 、 試 験 対 象 の パ
ッ ケ ー ジ の 基 準 端 子 と 基 準 ポ ゴ ピ ン Ｐ （ １ ， １ ） と の 相 対 位 置 映 像 を 撮 影 し 、 映 像 デ ー タ
信 号 Ｓ １ と し て 制 御 部 ７ へ 送 る カ メ ラ ９ と 、 基 準 ポ ゴ ピ ン Ｐ （ １ ， １ ） と パ ッ ケ ー ジ の 基
準 端 子 と の 接 触 圧 力 を 検 出 し 針 圧 情 報 信 号 Ｓ ２ と し て 制 御 部 ７ に 送 る 針 圧 セ ン サ １ ０ と 、
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 絶 縁 シ ー ト ２ の 上 に Ｌ Ｓ Ｉ が 組 み 込 ま れ た Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ を 置 き 、 Ｌ Ｓ
Ｉ の 端 子 で あ る ボ ー ル Ｂ （ １ ， １ ） ～ Ｂ （ ｋ ， ｌ ） に ポ ゴ ピ ン ４ を 同 時 に 接 触 さ せ 、 ス イ
ッ チ Ｓ （ １ ， １ ） ～ Ｓ （ ｍ ， ｎ ） を 制 御 し て 試 験 対 象 と な る ボ ー ル に 順 次 に 予 め 設 定 さ れ
た 試 験 電 圧 を 印 加 し た 後 に 放 電 す る こ と に よ り 、 一 度 だ け 位 置 を 設 定 し た 後 に は ポ ゴ ピ ン
４ の 移 動 時 間 無 し で Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 個 々 の 試 験 対 象 （ ボ ー ル ） に 対
す る 電 圧 の 印 加 お よ び 放 電 は 、 図 ４ の 従 来 例 で 説 明 し た も の と 同 様 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） を 用 い て ポ ゴ ピ ン と Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ の ボ ー ル の 対 応 を 説 明 す る 。
図 ２ （ ａ ） は 接 触 前 を 示 し 、 ボ ー ル Ｂ （ １ ， １ ） の 基 準 と な る ポ ゴ ピ ン Ｐ （ １ ， １ ） の 位
置 が 一 致 す る よ う に 、 ス テ ー ジ を Ｘ ， Ｙ 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 調 整 さ れ る 。 図 ２ （
ｂ ） は 、 Ｘ ， Ｙ 方 向 の 調 整 後 に ス テ ー ジ １ を Ｚ 方 向 （ 上 方 向 ） に 上 げ て ポ ゴ ピ ン と ボ ー ル
を 接 触 さ せ た 状 態 を 示 す 。 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 ｍ ＝ ５ ， ｎ ＝ ９ ， ｋ ＝ ３ ， ｌ ＝ ５ の 例
で あ る 。 図 ２ （ ｂ ） に お い て ３ ３ は 、 対 応 す る ボ ー ル と ポ ゴ ピ ン が 接 触 し て い る こ と を 示
す 。 図 ２ （ ｂ ） の 状 態 で カ メ ラ ９ に よ り 基 準 ポ ゴ ピ ン と 基 準 ボ ー ル と の Ｘ ， Ｙ 方 向 の 位 置
整 合 を 確 認 し 、 ま た 針 圧 セ ン サ １ ０ に よ り 基 準 ポ ゴ ピ ン と 基 準 ボ ー ル と の 接 触 圧 力 を 測 定
す る 。 い ず れ か が 不 十 分 で あ れ ば 制 御 部 ７ に よ り 、 ス テ ー ジ １ の Ｘ ， Ｙ ， Ｚ 方 向 の 位 置 整
合 、 針 圧 の い ず れ も が 適 当 で あ れ ば 、 ポ ゴ ピ ン と ボ ー ル を 接 触 さ せ た 状 態 を 保 っ た ま ま 順
次 に ス イ ッ チ を 選 択 し て 試 験 対 象 と な る 各 ボ ー ル に 試 験 電 圧 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 例 え ば 、 図 ２ （ ｂ ） で は ボ ー ル Ｂ （ １ ， １ ） ～ （ ３ ， ５ ） の う ち ボ ー ル Ｂ （ １ ， ２ ） 、
Ｂ （ １ ， ５ ） 、 Ｂ （ ２ ， １ ） 、 Ｂ （ ３ ， ５ ） が 試 験 対 象 ボ ー ル で あ れ ば 、 先 ず ス イ ッ チ Ｓ
（ １ ， ３ ） の み を オ ン と し て ポ ゴ ピ ン Ｐ （ １ ， ３ ） を 通 し て ボ ー ル Ｂ （ １ ， ２ ） に 対 し Ｃ
Ｄ Ｍ 試 験 電 圧 の 印 加 と 放 電 を 行 う 。 次 に ス イ ッ チ Ｓ （ １ ， ３ ） を オ フ に 戻 し ス イ ッ チ Ｓ （
１ ， ９ ） を オ ン と し て ポ ゴ ピ ン Ｐ （ １ ， ９ ） を 通 し て ボ ー ル Ｂ （ １ ， ５ ） に 対 し て Ｃ Ｄ Ｍ
試 験 電 圧 の 印 加 と 放 電 を 行 う 。 次 に ス イ ッ チ Ｓ （ １ ， ９ ） を オ フ に 戻 し 、 ス イ ッ チ Ｓ （ ３
， １ ） を オ ン と し て ポ ゴ ピ ン Ｐ （ ３ ， １ ） を 通 し て ボ ー ル Ｂ （ ２ ， １ ） に 対 し て Ｃ Ｄ Ｍ 試
験 電 圧 の 印 加 と 放 電 を 行 う 。 次 に 、 ス イ ッ チ Ｓ （ ３ ， １ ） を オ フ に 戻 し 、 ス イ ッ チ Ｓ （ ５
， ９ ） を オ ン と し て 、 ポ ゴ ピ ン Ｐ （ ５ ， ９ ） を 通 し て ボ ー ル Ｂ （ ３ ， ５ ） に 対 し て Ｃ Ｄ Ｍ
試 験 伝 電 圧 の 印 加 と 放 電 を 行 う 。 上 記 Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 後 に 端 子 （ ボ ー ル ） の Ｄ Ｃ 特 性 テ ス ト 、
フ ァ ン ク シ ョ ン 動 作 テ ス ト を い っ て 不 良 が な け れ ば 、 上 記 Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 電 圧 で は Ｌ Ｓ Ｉ の 破
壊 が 生 じ な か っ た と 判 断 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の よ う に ポ ゴ ピ ン と ボ ー ル の 位 置 合 わ せ が 一 度 で 済 む の で 試 験 時 間
を 短 縮 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
尚 、 上 記 効 果 を 達 成 す た め に は ポ ゴ ピ ン の 密 度 が Ｂ Ｇ Ａ ボ ー ル の 端 子 （ ボ ー ル ） の 密 度 と
同 じ か 又 は 大 き い こ と が 必 要 で あ り 、 更 に ボ ー ル ピ ッ チ の 異 な る 複 数 の パ ッ ケ ー ジ に 対 応
す る た め に 、 Ｘ 方 向 、 Ｙ 方 向 と も ポ ゴ ピ ン の 間 隔 が 複 数 の パ ッ ケ ー ジ の ボ ー ル の 間 隔 の 最
大 公 約 数 で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 例 に お け る Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 先 ず ス テ ッ プ Ｓ １ １ に
お い て Ｌ Ｓ Ｉ が 組 み 込 ま れ た Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ の 端 子 （ ボ ー ル ） を ポ ゴ ピ ン 側 に 向 け て 絶
縁 シ ー ト ３ の 上 に 設 置 す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 試 験 対 象 と な る 端 子 （ ボ ー ル ） の 座 標 デ ー タ を 制 御 部 ７ に 入
力 し 、 全 て の ポ ゴ ピ ン の 座 標 デ ー タ を 制 御 部 ７ に 入 力 し 、 Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 に お け る 印 加 電 圧 を
制 御 部 ７ に 入 力 す る 。 こ れ ら の デ ー タ は 制 御 情 報 格 納 部 ８ に 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ 側 の 基 準 ボ ー ル Ｂ （ １ ， １ ） と 、 基 準 ポ ゴ ピ ン Ｐ
（ １ ， １ ） の 位 置 合 わ せ を 行 う 。 位 置 合 わ せ は カ メ ラ ９ に よ り モ ニ タ ー し な が ら ス テ ー ジ
１ を Ｘ Ｙ 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て ス テ ー ジ １ を 上 昇 さ せ て ポ ゴ ピ ン と ボ ー ル を 接 触 さ せ る 。 基
準 ポ ゴ ピ ン Ｐ （ １ ， １ ） と 基 準 ボ ー ル Ｂ （ １ ， １ ） の 接 触 圧 力 （ 針 圧 ） を 圧 力 セ ン サ １ ０
に よ り 測 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 、 接 触 圧 力 が 所 定 の 値 以 下 で あ る 時 は 、 位 置 ず れ が あ る と し て ス
テ ッ プ Ｓ １ ３ に 戻 り 、 再 度 ス テ ー ジ １ を 微 調 整 す る 。 接 触 圧 力 が 所 定 の 値 以 上 で あ れ ば ス
テ ッ プ Ｓ １ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に お い て 、 制 御 情 報 格 納 部 ８ の 情 報 に 基 づ い て 試 験 対 象 ボ ー ル を 選 択
し 、 試 験 対 象 ボ ー ル の Ｘ ， Ｙ 座 標 に 一 致 す る ポ ゴ ピ ン を 抽 出 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て 、 Ｓ １ ６ に お い て 抽 出 さ れ た ポ ゴ ピ ン に 対 応 す る ス イ ッ チ の
み を 選 択 し 、 オ ン に す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に ス テ ッ プ Ｓ １ ８ に お い て 、 試 験 対 象 ボ ー ル に ポ ゴ ピ ン を 通 し て 試 験 電 圧 印 加 し 、 放 電
す る 。 す な わ ち 、 Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に ス テ ッ プ Ｓ １ ９ に お い て 、 全 て の 試 験 対 象 ボ ー ル に 対 し て Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 が 終 了 し た か を
判 定 し 、 未 了 の 試 験 対 象 ボ ー ル が 残 っ て い る 時 に は ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に 戻 り 試 験 を 繰 り 返 す
。
全 て の 試 験 対 象 ボ ー ル に 対 し て Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 が 終 了 し て い る 場 合 に は フ ロ ー を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 例 に よ れ ば ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ま で で 一 度 だ け 位 置 決 め し た 後 は 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ ６ ～ Ｓ １ ９ を 繰 り 返 し て 順 次 に 試 験 対 象 ボ ー ル に 対 し て Ｃ Ｄ Ｍ 試 験 を 実 行 す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
尚 、 本 実 施 例 で は ス テ ー ジ １ を Ｘ ， Ｙ ， Ｚ 方 向 に 可 動 と し た が 、 ス テ ー ジ １ を 固 定 と し ポ
ゴ ピ ン ４ 、 マ ト リ ッ ク ス ス イ ッ チ ５ 、 試 験 電 圧 生 成 部 ６ を 含 む ヘ ッ ド を 可 動 と し て も 良 い
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｅ Ｓ Ｄ 試 験 装 置 の 一 実 施 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 図 ２ ａ は マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た ポ ゴ ピ ン と Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ ｂ 】 図 ２ ｂ は ポ ゴ ピ ン と ボ ー ル が 接 触 し た 状 態 に お け る Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ の 平 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 装 置 に お け る Ｃ Ｄ Ｍ 電 圧 印 加 試 験 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 図 ４ ａ は 従 来 の Ｃ Ｄ Ｍ 電 圧 印 加 試 験 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 図 ４ ｂ は ポ ゴ ピ ン と Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 　 １ 　 　 ス テ ー ジ
　 　 ２ 　 　 絶 縁 シ ー ト
　 　 ３ 　 　 Ｂ Ｇ Ａ パ ッ ケ ー ジ
　 　 ４ 　 　 ポ ゴ ピ ン
　 　 ５ 　 　 マ ト リ ク ス ス イ ッ チ
　 　 ６ 　 　 試 験 電 圧 生 成 部
　 　 ７ 　 　 制 御 部
　 　 ８ 　 　 制 御 情 報 格 納 部
　 　 ９ 　 　 カ メ ラ
　 １ ０ 　 　 針 圧 セ ン サ 10

【 図 １ 】 【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】
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